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【建設交通部】

件 名 府営住宅の集会所の使用基準について

集会所の使用について疑問があったため、使用基準について
申 立 概 要

確認したが、府の考え方について具体的な説明を受けられなか
【受理 24.3.22】 った。府営住宅を適正に管理する上で問題ではないか。

・公営住宅法で、集会場は「入居者の共同の福祉のために必要
な共同施設」と位置付けられており、府では、「政治活動に

確 認 事 項 係る個人演説会場」としての利用を不可とする以外は、基本
的に個々の自治会の判断に委ねています。しかし、法に抵触
するような事案が見受けられる場合には、府において調査を
行い適宜指導されていることを確認しました。

・府営住宅の自治会や入居者からの各種問合せについては、趣回 答
旨や目的等を踏まえ、指導根拠等も十分に確認した上で、適

（意見・要望）
切に対処するよう求めました。

【通知 24.4.13】

【建設交通部】

件 名 公共敷地内での無届け建築物に係る指導について

公立小中学校等の公共敷地内で、無届けで建築物が設置され申 立 概 要
ている事実を府土木事務所に通告し、現状確認及び是正措置を

【受理 23.9.1】
求める要請書を提出したが、調査や是正指導を怠っている。

・要請書が提出された後、担当土木事務所では、該当市町村に
届出手続の有無等を確認するとともに本庁の所管課と連携し
検討が開始されていました。

確 認 事 項 ・建築基準法において、小規模築造物が建築物に該当するかど
うかの判断基準等が定められていないために、基準の検討や
整理に長期間を要したことが、申立者の不信を招いたものと
認められます。

・府民からの要請等に対処するために、新たな基準の策定など回 答
特段の対応が必要と見込まれる場合は、その理由を含め状況

（意見・要望）
説明に努め理解を求めながら対応を進めるよう求めました。

【通知 23.9.27】


